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   ＜あらまし＞ 「Reflection-Bot」は自己主導型学習の支援を目的としたチャットボットシステムで

ある．本研究では，本システムのより多目的な活用に向け質問項目編集等の管理者機能を拡張した．

日本語教育実践者によるブレインストーミングでは本システムのより広い活用方法が着想された．  
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１．背景と目的 

「Reflection-Bot」（甲斐ほか，2020）は留学

生が自身のニーズや関心に基づいた自己主導型

学習目標を設定できるよう開発したチャットボ

ットシステムである．日常生活での日本語使用に

ついて，頻度や状況・場面，自身の対処等を疑似

対話的に問いかけ，その回答を記録させる用途で

設計した．記録をもとに定期的に自己評価や省察

の機会をもつことで，留学生が自分の体験に基づ

いて新しい知識の必要性を感じ，結果，行動変容

や学習目標・方法の見直しが起きることを狙って

いた．留学生にとって身近なコミュニケーション

アプリ「LINE」上で動作し，ユーザーが任意の

時間にリマインド通知を受け取れる機能が特に

記録忘れの防止に有効であると示唆されている． 
当初，本システムは用途を限定していたため，

問いかける質問項目一律であったが，利用者から

は，学期の前後半で質問を変えたい，学生の背景

に合わせた質問内容にしたいといった要望や，探

究活動等でも活用できそうだとの意見が挙げら

れた．そこで本研究では，質問編集等の管理者機

能を拡張し，本システムの応用可能性を検証する． 
 

２．拡張版「Reflection-Bot」の概要 

本システムは教育目的の利用申請者に専用チ

ャットボット，管理者用アカウントおよび一般ユ

ーザー登録用 URL を発行する形で無償提供して

いる．申請者が「管理者」となり，後述する各種

設定を行ったうえで，「一般ユーザー」である学

習者の LINE にいわゆる「友だち追加」と同じ手

順で登録させると利用可能となる．一般ユーザー

は登録・記録・設定を全て LINE 上で行う．一方，

管理者は全ての操作をウェブブラウザからログ

インする専用ページから行うため，自身の LINE
アカウントを学習者に知らせる必要はない． 
対話パターンはオープニングトーク，一連の質

問群，クロージングトークで構成される．対話を

開始するトリガーは以下の３通りである．いずれ

の方法でも，オープニングトークおよび１問目の

質問を一般ユーザーに送信し，応答待機状態にな

る．一般ユーザーからの応答があると次の質問を

送信し，最後の質問の応答が返るとクロージング

トークを送信して終了する．入力待機状態は次に

トリガーが発動するまで続く． 
［対話開始トリガー］ 
① 一般ユーザーからの任意入力：一般ユーザー

が LINE アプリで専用チャットボットのトー

ク画面をから「あのね」と入力する 
② 自動通知：毎日，一般ユーザーが設定した時

間にオープニングトークと１問目の質問を通

知で受け取る．時間を変更するには LINE ア

プリで専用チャットボットのトーク画面から

「じかん」と入力する． 
③ 管理者からの一斉通知：管理者専用ページの

一斉通知ボタンを押下すると，管理する一般

ユーザー全員に対して一斉通知を行う．  
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管理者専用ページから行える操作を以下に示

す（④，⑤が今回新規に実装した機能である）． 
［管理者専用ページの機能］ 
① 一般ユーザー登録用 URL の表示：一般ユーザ

ー登録用の URL情報と QR コード画像を表示

する．一般ユーザーに LINE アプリから読み

取らせ，専用チャットボットを登録させる． 
② 一般ユーザーへの一斉通知：［対話開始トリ

ガー］の③で述べた通知を行う． 
③ 一般ユーザーの記録閲覧：ユーザーID，入力

日時，質問ごとの入力内容をデータテーブル

で表示する．また csvファイルを出力する． 
④ 現在の対話パターンの表示・編集：一般ユー

ザーに送信する一連の対話パターン（オープ

ニングトーク，クロージングトーク，質問内

容および質問数）の表示と編集を行う．編集

時，既に一般ユーザーからの回答記録がある

場合は質問を上書きせず，新規の対話パター

ンとして登録し，次回のトリガー発動からは

新しい対話パターンを送信する． 
⑤ 過去の質問項目・記録履歴の閲覧：過去に作

成した対話パターンの内容およびユーザー記

録（上記［管理者専用ページの機能］②，③

に相当する内容）を表示する． 
 

３．応用可能性の検証 

本システムの応用可能性を検証するため，日本

語教育実践者 18名が参加したワークショップ内

でブレインストーミングの機会を設けた．参加者

は本システムの開発意図と機能の概要について

５分程度説明を受け，デモ映像を視聴した．その

後，４つのグループに分かれ，本システムを使う

ならどのような用途で使えるかをテーマに話し

合い，クラウド型デジタルホワイトボードに電子

付箋を貼付する形で意見を集約した．時間的制約

等の諸事情から話し合いは３分間で実施した．  
その結果，３グループから合計 16件の付箋が

貼られた（表１）．１つのグループは対話に終始

し付箋の記録を残さなかった．元々の用途と同じ

「日常生活における言語接触の報告」が３件，そ

の日に学んだ文法や語彙についてのクイズや短

作文を課すなどの「教授事項の知識定着確認」が

６件，指定課題の感想等や会話例を創作させる等

の「学習活動」が３件あった．また，外国人留学

生の受け入れ校では在籍管理の徹底が求められ

ているからか，学生の意向調査やアルバイト状況

等の「生活指導・学生の状況理解」用途での利用

も４件提案された．また，その後参加者のうち２

人から実際に本システムの利用を希望するとの

申し入れがあった．以上から，本システムは当初

の開発意図であった言語接触の報告以外にも，多

様な介入に利用可能であることが示唆された．  
 

表 1 参加者らが着想した用途 
日常生活における言語接触 
・ 課題として今日起きたできごとを報告してもらう 
・ 町できいた気になる日本語 
・ 日記を書いてもらう 
教授事項の知識定着確認 
・ その日学習した文型を使った復習クイズをする 
・ 今日おぼえた日本語を聞く 
・ 今日学んだ文法を使った、問いかけをする 
・ 今日知った新しい言葉を書いてもらう 
・ 授業後，今日覚えた漢字，ことば，文型を尋ねる 
・ 宿題や小テストに使う 
学習活動 
・ （授業内で）レストランなど学生が実際に体験し
そうな場面の動画を見せ，気になったことを聞く 

・ 待ち合わせパーティーの約束 
・ 話題：休みの日の予定を尋ねる 
生活指導・学生の状況理解 
・ 意見集約 
・ 学生の基本情報 
・ 学生の生活アルバイトについて 
・ 学生の日常を知る 

 
４．まとめ 

検証の結果から，質問機能の拡張により本シス

テムの柔軟な運用を可能にしたことで，教育実践

者からは多様な発想が各自の教育文脈において

の介入を検討しやすくなったと言える．今後，日

本語教育以外での利用も視野に入れつつ，引き続

き，教育実践者らの意見を聞き，連携を取りなが

ら，教育現場ごとの多様な文脈的要因の変異に耐

えられる明解で堅牢な設計について検討を行う． 
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